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－一束来に対する行為主体の行動の性向は、特麿の物的生活条件によって生産され、客椴  

的なチャンス、つまり特定の客楔的な未来の構造に拘束されている。このように、未来を  

めぐる性向は、構造化される構造なのだが、しかし、また、構造化する構造でもあり、購  
入、貯鱒、借入れといった日常生活の経済的実践のみならず、また現状にたいするあきら  

めとか、あるいは革命的とかいうような、政治的な表象をも方向づけ、組織化するのであ  

る（プルデュ1993［1977】：6）。  
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1．その町  

その町は、欧米のみならず日本のガイドブックにも記されている観光地であ  

る。それらの番物によると魅力ある付近の景観とともに共同体には伝統的な慨  
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